


※委員からの主な意見 

○スマートライフの推進のためには、地域の

方が何を必要とするか把握するとともに、

民間企業だけでなく、起業家、ＮＰＯ、地

域住民も巻き込むことが必要である。 

○ビジネスにつなげられるものは多くあろう

が、民間企業の自発的な取組に全面的に期

待することは困難な面はある。 

○地産地消型、例えばバイオマス発電は地元

の木材を活用し、発電設備を地元で製造し、

地元に供給するような仕組みが望ましい。 

○東北では中小企業が集まって風力発電事業

を運営している事例があるが、三重県にお

いてもこのような成果を出していくことが

重要である。 

○メガソーラー事業は地域へのメリットが少

ないと言われるが、三重県の取組は地域活

性化までつなげようとしている点が評価で

きる。 

○スマート、グリーン、バイオなど目的は同

じだろうが、いろいろな言葉が混在してお

り、整理した方がいい。 

○事業実施に伴うリスクは県が担保してはい

けない。民間事業者がＦＳ調査の中でリス

クをどう担保することを考えるべき。 

○バイオリファイナリーを四日市コンビナー

トで成功すれば、四日市の産業創生になり、

ブランディングが生まれ、海外からの視察

も期待できる。 

○桑名プロジェクト検討会、熊野プロジェク

ト検討会でＥＶ、ＰＨＶなどの電動車両を

実際に使ってみるのであれば本田技研工業

（株）が協力する。 

○桑名プロジェクト検討会の医療・子育て情

報事業については、ＩＣＴ特にマイナンバ

ー制度との連携を進めていくことが今後重

要である。 

 

 

 

                         次回のの開催予定                            

 次回の推進会議については、平成 26 年 1

月下旬から２月上旬に行う予定です。 


